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１月１６日（月） 

昨夜、気がついたのだが、自動車の鍵はあるけれど、駐車場の鍵（立体駐車場を動かすときに必要）が

ない。いつもかばんのポケットに入れるようにしていたのに…。ひょっとして、ねこがおもちゃにして

どこかに持っていったのかな？（うちのねこは、以前掃除機の部品をどこかにくわえて持っていってし

まったことがある）困った！合鍵はあったかな？そうしたら今朝、エレベーターから降りたところ、マ

ンションの掲示板に私の鍵がピンで留めてあった。私が落とすか、抜くのを忘れるかしていたのを、誰

かが拾ってくださったのだろう。駐車場に鍵が忘れてあるのを、ときどき見ることがあり、私も気をつ

けようと思っていたのだが…。 

 

１月２８日（土） 

近くの家具屋さんで安売りをしているというので、母と出かけていった。 

いろいろな雑貨が置いてあるコーナーに、かわいらしいクッションがあった。 

でも１個しか置いていないようだった。「これ、買おうかな、どうしよう…」と母。 

前から、硬めの枕が欲しかったそう。迷う母に、「欲しいと思ったときに、買っておかないと、あとで

たぶん、くよくよ思うことになるから」私の少ない経験のなかでも、そういうふうに思うことが多かっ

たし、それに、やっぱり行動しておいたほうがいいと思うから。 

 

２月３日（金） 

夜、自動車でマンションの駐車場に入ると、他の車が１台、立体駐車場の前に停まっていた。これから

入庫しようとしているのだと思って、私はその手前で待っていた。しばらく待っていたが、なかなかそ

の車は動かない。 

随分、時間がかかっているな、と思っていると、男の人が降りてきて、私に、「出られないんだわー」

と。あ、ひょっとして、これから車を入れるのではなくて、出ようとしている？じゃあ、私がこんな所

に停まって、邪魔してたんだ。 

あわてて、その車の向こうの空いている場所へ移動した。こんな遅い時間だし、その人も家に帰ってき

て、車を入れているとしか思えなかった。駐車場なのだから、当然、入れる人も、出す人もいるわけで。

いちど思い込んでしまうと、他の可能性なんて考えられなくなる。 

 

３月８日（木） 

今日、勤務先の駅前にドラッグストアのチェーン店がオープンしたので、帰り道、何か安売りしていな

いかな？と思って、立ち寄ってみた。するとやはりいつも使っている洗剤と野菜ジュースがとても安か

った。わあ、嬉しいと思って、１個ずつ買った。でも店を出て、駅のほうを見て思った。 

ところで、この荷物（洗剤とジュース、よりにもよって重いものばかり）を持って、満員電車に乗って

帰らないといけないのよね…。家に帰ってきたとき思った。今回は安売りが嬉しくて、思わず買ってし

まったが、これからは、少しくらい値段は高くても、重いものはなるべく自動車で来たときに買おうと。 

 

３月１８日（日） 

日曜日の朝。寝床で、気持ちよくうとうとしていたら、インターフォンが鳴って「ガスの点検にきまし

た」と。しまった！今日は、ガスの定期点検の日で、早めに起きて部屋を片付けようと思っていたのに
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…。それに、平日は家にいないから、日曜日に来てほしいとお願いしたのは私のほうなのに。あわてて

起きて、あまり片付けていない部屋に入ってもらったけれど、私の頭もぼさぼさで…。日曜日なのに朝

早くからありがとうございます。私は朝からだらーっとしていただけで、なんだか申し訳ない。 

 

３月２３日（金） 

今日は、職場の人事異動の内示があると聞いていた。だから、朝、起きたときから、もう不安で…。今

のところはもう３年目になるし、私には向いていないような仕事に替わるように言われたらどうしよう

…。そんなわけで、朝から心臓はどきどき、口はからから。電車に乗ってようやく駅に着いたものの、

緊張しすぎて職場へ足が進まない。神経質な自分がいやになる。 

でも、ともかく前に進まないと、と思って、一所懸命足を動かす。いつもの道がとても遠い。ようやく

職場に着いたときは、もうぐったり。結局、私の異動はなく、もう１年は今のところに残ることになっ

たが。それにしても長い１日だった。（滋賀県滋賀郡ＣＬインストラクター） 
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